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図１７ 主な旧石器時代の遺跡 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

第３章 松戸市の歴史                                         

１．旧石器時代 （原始）                     

 現在の松戸市域内においてヒトの営みが確認

できる最も古い時代は、今から約３万年前の旧

石器時代です。この時代は今よりも気温が低く、

ことに約２万年前は最寒期にあたっており、年間

の平均気温が今よりも７℃から８℃低かったと推

測されています。また降水量が少なく、乾燥した

気候でもあったようです。 

 人々の活動の痕跡は、台地を侵食して形成さ

れた谷の周縁部から集中して発見されています。

これまでに同時代の遺物を出土する遺跡は、発 

掘調査などにより６２か所が確認されており、そのうち最も古い資料は関場
せきば

遺跡（河原塚）から出土

した石器群です（図 17）。 

 

 さまざまな石器 

この時代に利用されていた石器は、主として狩猟や獲物の加工に用いられた道具類です。ナイ

フ形石器は狩猟に用いる刺突
し と つ

具や解体具として、槍先形尖頭器
やりさきがたせんとうき

は石槍の穂先、掻器
そ う き

は皮なめし、

削器
さ く き

は肉や皮を削ることや骨・角製品を加工する際に用いられたと考えられています。 

 

 旧石器時代の生業 

 この時代の人々は、狩猟をおもな生業としていたと考えられています。狩猟の対象としてはナウ

マンゾウ、オオツノジカ、ニホンジカ、ヒグマ、イノシシ、タヌキなどが考えられますが、大型獣が絶

滅した旧石器時代の中頃以降は中小型獣を対象としていたようです。 

植物質食料の利用については不明な点が多く、また土器のような煮沸
しゃふつ

容器が無かったため、

灰汁
あ く

抜き技術は十分に発達していなかったと考えられています。従って生食が可能なものを除き、

植物質食料の利用は部分的であったことが推測されます。 

 

石器づくりと石材から分かる人々の動き 

 旧石器時代の遺跡を発掘調査すると、石器や石の破片が集中して出土することがあります。 
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図１８ 黒曜石の原産地 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

これは石器製作の場と考えられていますが、そこ

から出土した石器や破片をパズルのようにはり合

わせても、原石がもとのかたちに復元されることは

ほとんどありません。これは同じ場所で原石を使い

尽くすのではなく、途中で他の場所に移動している

ことを示しています。その背景には、獲物を追って

繰り返される移動生活があったものと考えられてい

ます。また石器製作に用いられる原石は、作ろうと

する石器の用途に応じて選択されていましたが、そ

もそも松戸市域周辺には材料となる石材が産出し

ないため、遠く離れた土地の石材が利用されていま

す。一例として鋭利な刃部を作り出すために多く用 

いられた黒曜石
こくようせき

について見ると、原産地は栃木県高原山、神奈川県箱根山、長野県北八ヶ岳・霧

ヶ峰地区などであることが分析により確認されています（図１８）。市域の旧石器時代人が直接採掘

に出向いたものか、何らかの交易が介在したものかは不明ですが、人とモノが広範に移動してい

た時代であったことは間違いないでしょう（『房総考古学ライブラリー先土器時代』 『松戸市史』上巻改訂版）。 

 

２．縄文時代  （原始）                                                 

約２万年前（旧石器時代）の寒冷期がピークを過ぎると、その後は変動を繰り返しつつ徐々に気

候は温暖化します。縄文時代のはじまる約１万３千年前頃から温暖化は加速し、縄文時代の中頃

にあたる約６，０００年前には海面の高さが現在より２ｍも上昇しています（縄 文 海 進
じょうもんかいしん

）。その後海

岸線は後退し、徐々に現在の状態に近づいていきます。このように縄文時代は大きな気候変動の

影響を受けた時代でした。必然的に植生は大きな影響を受けることになり、旧石器時代の針葉樹

と広葉樹の混交林が、縄文時代にはナラ類を主体とする落葉広葉樹林へと移り変わりました。 

このように海面上昇によって海が近くなり、周囲の植生も環境に応じて変容することで利用可

能な食料資源も豊かになりました。また縄文人の狩猟や漁撈
ぎょろう

の技術も発達し、食料獲得が四季を

通じて安定的に行えるようになると、特定の場所に定住することが可能になり、やがて居住の場、

墓域、貯蔵施設などが計画的に配置されたムラが形成されるようになります。 
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図２１ 加曽利ＥⅠ式土器：根木内

遺跡出土 （『松戸市史』上巻改訂版） 

図２０ 市立博物館 

「縄文の森」：復元された竪穴住居 

図１９ 主な縄文時代の遺跡 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

 土器と弓矢の登場 

縄文時代のはじまる約１万３千年前から１万年

前頃には、煮炊きに用いる土器が出現します。多

くは丸底や尖底
せんてい

の高さのある鉢形の土器で、火

を焚く場所に土器の底部を直接据えて用いたと

考えられています。またこの時期は主要な狩猟具

が槍の穂先である石槍に加え、石
せき

鏃
ぞく

が出現し、

槍から弓矢へと変化していく段階でもあります。 

 

 集落形成の進展 

 １万年前から６，０００年前頃にかけ、列島の各

地で集落が営まれるようになると、縄文時代特有

の生活様式が確立されます。土器は装飾が多様

になり、地域差も目立つようになりました。出土す 

る狩猟具としては石鏃が主流となり、弓矢を用い

た狩猟が一般化したと考えられます。また堅果
けんか

類

や根茎
こんけい

類のすり潰しに用いたと考えられる磨
すり

石
いし

や石皿、土掘りや木工に用いたとされる打製
だせい

石
せき

 

斧
ふ

や礫器
れ き き

などもこの頃から使われるようになります。  

また縄文時代の人々の信仰や精神文化にかかわると考えられる土偶
ど ぐ う

も出現しています。八ケ

崎遺跡から出土した土偶は、この時期のものであり、関東では最古クラスに属します。 

 

 縄文海進のピークと貝塚 

 6,000 年前から 5,000 年前になると海面上昇がピークに

達し、現在の江戸川沿いに続く低地や春木川沿いの谷へ海

水が入り込んできます。住居の数が増えてムラが形成され、

また住居の形状が定型化する傾向が見られるようになります。

出土品が重要文化財に指定されている幸田貝塚（幸田）は、こ

の時期を代表する大規模な集落跡でした。ハイガイやマガキ、 

ハマグリ等を主体とした小規模な貝塚が南北２５０ｍ、東西１８０ 
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ｍの範囲に点在し、上空から見るとまるで馬の 蹄
ひづめ

の形（馬
ば

蹄
てい

形）のように連なって分布していま

す。1930（昭和５）年以来、これまでに行われた発掘調査で住居跡が１５０軒以上検出されており、

拠点的な大集落であったことが明らかになっています。この時期の土器は素地に植物繊維を混ぜ

込み、表面には複雑で多様な縄文が施される特徴があります。また口縁部分が波状になるもの、

注ぎ口が付されるものも現れ、器種も従来からの深鉢だけではなく、浅鉢も見られるようになりま

す。また髪飾りや耳飾りなどの装飾品も加わり、遺跡から出土する遺物量も増加します。 

 

 大規模集落と縄文社会の繁栄 

５，０００年前から４，０００年前の時期にはムラが大規模化し、また数自体も増加して分布も密

になります。市内では子和
こ わ

清水
しみず

遺跡（日暮）や中峠
なかびょう

遺跡（紙敷）がこの時期を代表する遺跡です。こ

の時期の浅鉢は、大形化して食物の加工、盛り付けに適した形になりました。また有孔鍔付
ゆうこうつばつき

土器

などをはじめ土器の装飾は造形的になり（図２1）、人面やヘビなどをモチーフとしたものも見られる

ようになります。石器では磨
すり

石
いし

のほか、土掘り具と考えられる打製石斧が多く用いられるようにな

り、当時の人々の信仰や祭祀にかかわると思われる大型の石
せき

棒
ぼう

なども出土しています。また漁網

に付けた錘
おもり

と考えられる土器片
ど き へ ん

錘
すい

、魚を突くのに用いたヤス状刺突
し と つ

具
ぐ

の出土が最も多くなる時

期でもあり、内湾での漁撈が活発であったことをうかがわせます。 

 

 海退と縄文時代の終焉 

4,000年前から3,000年前には、引き続き海岸線の後退が進みます。前代の終わり頃からム

ラの数や規模が減少・縮小する傾向が見られたものの、再び活発なムラの形成がはじまり、直径

87ｍの典型的な馬蹄形貝塚である貝の花遺跡の一部もこの時期に形成されました。土器の種類

も増加し、実用とは考え難い形状の特殊な土器も作られています。また土偶や石棒など、縄文人

の信仰や祭祀にかかわると思われる遺物も引き続き目立ちます。 

縄文時代の最終末期である３，０００年前から２，０００年前には、遺跡数が激減します。そしてこ

うした遺跡の減少傾向は、次の弥生時代にも継続して見られます。 

 

３．弥生時代  （原始）                                                 

 中国大陸や朝鮮半島から渡来した人々により、稲作を中心とした農耕文化や新しい技術が日本

列島にもたらされます。これまでの狩猟や漁撈、採集により食料を獲得していた縄文時代の生活

様式に代わり、土地を耕して食料を生産する新しい暮らしが始まります。 
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図２２ 主な弥生時代の遺跡 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

図２３ 主な古墳時代の遺跡 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

 

 縄文から弥生へ 

 松戸市域では、縄文時代の終わり頃から弥生時代の初

めにかけて遺跡の数が激減します（図 19 と図 22 を比 

較）。今のところ、松戸市内で見つかった最も古い弥生土

器は、大谷口遺跡（大谷口）から出土した壺形土器（貯蔵

用）や甕形
かめがた

土器（煮炊き用）などで、弥生時代の中頃（紀 

元前３世紀から紀元前２世紀）のものとされています。こ

の頃から、稲作をともなう農耕文化が、現在の松戸市が 

位置する地域へ浸透しはじめたようです。また、市域の 

南端に位置する立出
た て だ

し遺跡（栗山）では、指輪と見られる 

青銅製品が出土しており、僅かながらも新しい技術の伝来を伝えています。 

 

 広がる人々の暮らし 

 やがて松戸市内でも少しずつ弥生時代の遺跡数が増加します。その分布と立地の中心は、江戸

川沿いの低地に面した台地と国分谷の西岸台地上であり、諏訪原
すわのはら

遺跡（和名ケ谷）など現在までに

２３か所が確認されています（図２2）。 

 

４．古墳時代  （原始）                                                 

農耕により食料を生産する新しい暮らしが広まると、

やがて富を蓄えた有力者が生まれます。さらに富が偏在

する傾向が進展して支配・被支配の関係が生じるように

なると、九州から東北の各地に大首長が誕生し、蓄えら

れた力を基に巨大な墳墓が築かれる時代をむかえるこ

とになります。古墳が築造された時代は、おおむね３世

紀の中頃から８世紀初頭までです。またこの新しい時代

が到来する背景には、これまでにない列島規模でのモノ

や人々の移動、あるいは交流の活発化があります。 
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図２４ 上矢切南台遺跡検出の溝 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

 

図２５ 河原塚１号墳（市史跡） 

図２６ 円筒埴輪：小金古墳１号墳

出土 （『松戸市史』上巻改訂版） 

 弥生から古墳時代へ 

 諏訪原遺跡（和名ケ谷）と上矢切南台
かみやきりみなみだい

遺跡（上矢切）は、弥生

時代から古墳時代へ移り変わる時期に営まれた集落跡です。

諏訪原遺跡では２３軒、上矢切南台遺跡では９軒の竪穴住居

が見つかっています。近畿や東海地方の土器も出土しており、

調査区の一隅からは環濠
かんごう

の可能性が指摘される溝も確認さ

れています（図２4）。方形周溝墓も富山
とみやま

遺跡（稔台）で１基、溜

ノ上遺跡（幸谷）で２基見つかっており、いずれも古墳時代の

初頭に位置付けられています。 

 

 ５世紀の松戸 河原塚古墳群と小金古墳群 

古墳時代の半ば、５世紀になると東アジアの緊迫

した情勢の影響を受け、中央のヤマト王権が軍事

力を基盤とする政権へ変化します。そしてヤマト王

権は地方と結びつきを強めていき、その影響により

列島各地で権威を誇示する巨大な前方後円墳が

築造されます。一方で朝鮮半島との交流は一層盛

んになり、物品ばかりでなく新しい技術を持った

工人
こうじん

が渡来するようになります。 

河原塚古墳群（河原塚）は５世紀後半を中心に造営され

ました。国分谷を臨む台地上の５基の円墳
えんぷん

のうち、1955

（昭和３０）年に１号墳（図２5）の発掘調査が行われ、墳
ふん

頂部
ちょうぶ

から二基の埋葬施設が検出されました。１号墳の規模は、

径約 26ｍ、現存高約４ｍの円墳で周
しゅう

溝
こう

が巡らされていま

す。 

縄文時代後期の貝塚上に築かれていた１号墳では、溶

け出した貝殻のカルシウムにより、通常では残らない埋葬

人骨が遺存していました。第一埋葬施設には、５０歳以上

の男性と３歳位の幼児が一緒に埋葬されていたことが明ら

かになっています。副葬品として鉄剣、鉄刀、鉄
てつ

鏃
ぞく

、鹿角装
ろっかくそう
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図２７ 馬形埴輪頭部：栗山古墳群出土 

（松戸市立博物館『古墳時代の飾り馬』図録） 

刀子
と う す

、ガラス製小玉が出土していますが、埴輪が一片もない点は特徴といえます。市立博物館に

は、これら副葬品と、被葬者の復元模型が展示されています（ｐ102 図６7）。 

小金古墳群の小金１号墳（小金）は、2018（平成３０）年にはじめて周溝部分を対象とする発掘

調査が行われました。墳丘部が径約２３ｍの円墳で、周溝の幅は約５ｍ、深さは１ｍから 1.4ｍ。周

溝からは円筒埴輪
えんとうはにわ

を主体に、朝顔形と動物埴輪も出土しています。円筒埴輪は外面に三条の

突帯
とつたい

が巡り、下から二条目と三条目の間に透かし孔が開けられるという特徴を持ち、口縁付近に

は「×」字状の線刻が施されたものが認められます。年代は５世紀の終わりから６世紀前半頃と考

えられています（図２6）。 

またこの時期には住居内に 竈
かまど

が設けられます。これに伴い、煮炊きに用いていた甕
かめ

や蒸し器

も竈に適応して形態を変化させ、大形化します。さらに煮炊きする場が壁際に固定されて、住居

内の中央に広いスペースができ、住まい方にも変化がもたらされたと考えられます。 

 

 ６世紀から７世紀の様相 栗山古墳群と立出し遺跡・天神山遺跡 

 これまで古墳が築かれなかった地域にまで、中

小規模の円墳が見られるようになります。被葬者

も大首長や特定の支配者などではなく、ムラの有

力者やその家族といった階層の人々であったと

考えられています。栗山古墳群（栗山）は、市川市

域を主体とする国府台古墳群の北端に位置して 

おり、本来は江戸川を臨む台地上に展開する広

域な古墳群の一部と考えられています。 

遺跡範囲内の山林内には、２基の墳丘が現存していますが、このほか隣接する立出し遺跡と

天神山
てんじんやま

遺跡（栗山）で行われた発掘調査で 12 基以上の円墳が確認されました。多くは墳丘部の

径が２０ｍ以下のものであり、年代的には６世紀末から７世紀初頭と考えられています。 

 

５．奈良時代・平安時代  （古代）                                                          

 古墳時代中期に成立したヤマト政権は、やがて日本列島の北から南までその支配を拡張してい

きます。支配体制の根幹には、全ての土地と人民を天皇の下に集める公地
こ う ち

公民制
こうみんせい

を基礎とする

律令
りつりょう

制度がありました。これにより中央集権的な官僚制、公民支配、地方行政、身分制、軍事な

どの制度や機構を整備して統治を確立しました。 



25 
 

図２８ 主な古代の遺跡 

（『松戸市史』上巻改訂版） 

 

図２９ 古代の主要駅路 

 

図３０ 帯金具（市有形）：小野遺跡出土 

図３１ 「石世」銘 

墨書土器：小野遺跡出土 

図３２ 「國厨」銘 

墨書土器（市有形） 

：坂花遺跡出土 

 古代の行政区分 

 701（大宝
たいほう

元）年に制定された大宝律令では、全国

を国・郡・里（のちに「郷」）という行政単位に分け、そ

れぞれ国司・郡司・里長により統治させました。現在の

松戸市域は下総国の葛飾郡内に含まれます。当時の

葛飾郡の範囲は、東京都葛飾区・江戸川区北東部・

墨田区北部から千葉県流山市・市川市・船橋市・柏

市・鎌ケ谷市、埼玉県三郷市付近まで及んでいたと考

えられています。 

 

 古代の道・国府と市内の遺跡 

 この時代には交通体系の整備も行われました。武蔵国府・下総国府・常陸国府を結ぶ東海道の

本道は、下総国府の比定地である市川市国府台から松戸市内を通り、手賀沼の西岸に達してい

ました。松戸市内にある古代の遺跡も、国府が置かれた市川市寄りの市域南部に集中する傾向

が見られます（図 28）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992（平成４）年に発見された小野
お の

遺跡（胡録台）については、これまでに４１地点で発掘調査が

行われ、４３軒以上の竪穴住居、５基の掘立柱建物跡が検出されています。 

住居から出土した遺物では、銅製の帯金具が注目されます（図３０）。これは律令時代の官人の
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位階を表す革のベルトに付けられていた金具で、小野遺跡ではバックルの部分からベルト先端部

分までが揃って出土しています。また小野遺跡の近くには、下総国府から常陸へむかう東海道が

通っていたと推定されており（図２９）、下総国府から遠からぬ位置、しかも国府へ通ずる幹線道路

沿いに形成された大規模な集落跡であったことが明らかになっています。 

坂
さか

花
はな

遺跡（紙敷）から出土した墨書土器
ぼ く し ょ ど き

（図３2）も、国府との関連をうかがわせる遺物です。墨書

土器とは、土師器
は じ き

や須恵器
す え き

の底や外面などに人面などの絵、地名や施設名、人名などを墨書きし

たものですが、坂花遺跡出土の土器には、骨蔵器
こつぞうき

の蓋部分に国府の食料や食器の供給施設を意

味する「國 厨
くにのくりや

」の墨書が記されています。 

 

６．中世                                                      

 東国では長い争乱の時代が続いて荒廃が進む一方、広大な田畑を開発し富を蓄える者が現れ

ます。こうした在地の有力者は武力を備えた領主でもありました。一方で中央政府による画一的

な支配は次第に衰え、地方で力を増したこれら武士階級が新しい時代の担い手として台頭するこ

とになります。 

鎌倉幕府の成立に大きく貢献した千葉氏は、多くの子孫が幕府の御家人として認められました。

市内の上本郷が拠点と考えられる風早氏もそうで、承久の乱の時は幕府軍の一員として奮戦し、

千葉一族全員が負担した香取神宮（香取市）の建て替えという大事業でも名前が挙がるなど、活

躍していたことがわかっています。 

 

関東の争乱 

 鎌倉幕府滅亡から南北朝時代にかけては、関東の武士達を巻き込んだ全国規模の争乱が起こ

りました。続いて室町幕府将軍から関東の支配を任されていた足利氏と、その補佐役の上杉氏の

対立が深刻化します。ついに 1454（享徳
きょうとく

３）年、鎌倉公方
く ぼ う

足利成氏
しげうじ

が関東管領
と う かんれ い

上杉憲
のり

忠
ただ

を謀殺

する事件が起き、これを契機として戦国時代に突入します。 

下総の千葉氏内部では公方と関東管領のいずれに付くかで対立が生まれ、1456（康正
こうしょう

２）年

の市河合戦（現市川市の市川から真間・国府台）を経て、庶子
し ょ し

の馬
まく

加
わり

系千葉氏が公方の力を得て主流

となります。この馬加系千葉氏を支え、戦乱を通じ重要な役割を果たしたのが重臣の原氏です。

やがて古河公方（足利氏が古河へ移ってからの呼称）と関東管領上杉氏との争いは和睦によって終結

しますが、その後も上杉氏内部の抗争や、さらには相模国小田原を拠点とした北条氏が対抗して

勢力を伸長するなど、新たな局面が展開することになります。 
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図３３ 北条氏康書状 

西原文書（市有形） 

 小金城主高城氏 

 出自については諸説ありますが、千葉氏またはその重臣で主家をしのぐ勢力を持っていた原氏

の家臣として出発したと考えられています。信頼できる史料では、『本土寺過去帳』の「永享
えいきょう

九

（1437）六月 クリカサワ 高城四郎右衛門清高」という記載が初見ですが、同じ１５世紀代には

他に市内の馬橋や、我孫子でも高城氏の名が見えており、葛飾郡東部から相馬郡南部の各所に

拠点を獲得していたことがうかがえます。 

 

 相模台合戦 

 古河公方足利高基と弟足利義明は、公方としての正当性をめぐり対立していました。1517（永
えい

正
しょう

14）年、古河公方を支援する千葉氏は足利義明らの攻撃を受け、原氏の拠点小弓
おゆみ

（千葉市）を

奪取されてしまいます。これにより原氏は、一時的に小金に拠点を移したようです。その後、千葉

氏と原氏は小田原の北条氏に接近、これに対する足利義明は安房の里見氏と連携を図ります。そ

して 1538（天文
てんぶん

７）年に両者は市内の相模
さがみ

台
だい

を主戦場として衝突、この合戦によって足利義明は

討死、里見氏も勢力後退を余儀なくされます（いわゆる第一次国府台合戦）。一方、原氏が小弓

へ復帰すると、いよいよ高城氏が小金領の主権を掌握することになります。 

 

上杉謙信の襲来 

 1561（永
えい

禄
ろく

４）年、由緒ある上杉姓と関東管領職を得た上杉謙信ですが、それは北条氏の本拠

小田原城攻撃最中の出来事でした。その際、謙信の下に参集した関東の武家の中に「下総衆」と

しては唯一、高城氏の名が記されています（「高城下野守 井けたニ九やう」『関東幕注文』）。相模台

合戦後に再び脅威となっていた安房里見氏に対抗するため、北条氏へ接近していた時期です。高

城氏の置かれた立場の微妙さがうかがわれます。 

 

 国府台合戦 西原文書～北条氏康書状 

 上杉謙信が越後へ帰国すると、北条氏は武蔵国の攻

略を再開します。これに対し里見氏が市川へ進出、反北

条の太田氏へ救援の兵糧を送る準備をしていました。松

戸市指定有形文化財の西原文書（図３3 北条氏康書状）

は、まさに国府台合戦前夜の緊迫した状況を伝えていま 

す。この西原文書によると、江戸城の遠山氏と小金城
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図３５ 根木内城跡第２地点 

検出した障子堀 

図３６ 小金城跡測量図（『松戸市史』上巻改訂版） 

図３４ 根木内城跡（昭和 22・23 年頃 

米軍撮影：国土地理院長の許可を得て複

 

の高城氏が、兵糧の値段で折り合いがつかずに時間を

空費する里見軍の状況を察知、北条氏康
うじやす

に対して早く

攻撃を仕掛けるべきであると何度も進言していたこと

が分かります。結果、北条氏康は進言を受けて電撃作

戦を展開し、里見氏を退けることに成功していました。

1564（永禄７）年正月の出来事です。 

 

高城氏に関わる中世の城 

〔根木内城（図３４・３５）〕 旧小金宿の街並みから谷を隔

てて約１㎞東の位置、細い谷津に挟まれて半島のように

北へ伸びる台地上に築かれています。主郭
しゅかく

を中心とした

６つの郭
くるわ

が台地北側の先端部に配され、その南側には

台地を横断する二条の空堀によって区切られたやや広

い区画が続いています。2003（平成１５）年に実施した

発掘調査では、障子
しょうじ

堀
ぼり

が発見されました（図３５）。障子堀 

は、防御力を高めるため、堀底に仕切りを連続させた形状の空堀です。いずれも後に埋め立てられ

堀底道に造り替えられていますが、この改変は城を取り巻く情勢の変化を反映したものと考えられま

す。城跡の調査により出土した瀬戸・美濃地方産の陶磁器の年代は、おおよそ１５世紀後半から１６世 

紀前半に集中しており、城としての最

盛期もこの時期であったと思われます。

出土遺物全体を概観すると、小金城跡

に比べ権威を象徴する輸入陶磁器な

どが相対的に少なく、在地産の土器類

を含め日常生活に伴う雑器が主体と

なっています。 

 

〔小金城（図３6）〕 現在の JR北小金駅

の北西一帯、西方の低地を臨む台地上

に位置しています。城域の南北二方に 

はやや大きな谷が入り込み、その先端が湾曲することで城域東端の台地を狭めています。このよ
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うに周囲を谷に囲まれた独立性の高い地形を利用し、随所に大規模な改変を加えることで小金

城は築かれています。小金城の主郭は城域内の南西隅に設けられていました。 

小字
こ あ ざ

で「本城」と称される範囲がこれに該当します。これより北へは同じく小字「中城」・「馬屋敷」

の郭が連続し、「本城」・「中城」を覆うように「外番場」が配されています。 

これらの郭群は、北側の金杉口と南側の大谷口から入り込む谷と空堀によって独立性を一層

高めており、小金城の枢要部であることがうかがえます。この郭群の東側には「番場」・「外番場」・

「馬場山」が並列し、大手口側には「達摩」・「中郷」などやや広い郭群が配置されていました。これ

までに城域から出土した国産陶磁器類の年代は、１５世紀後半からほぼ１６世紀全般にわたります

が、この期間がそのまま小金城が機能していた期間と見て間違いないようです。 

 ところで江戸川流域から手賀沼沿岸にかけての領域は、小金城を中心に政治と経済のまとまり

として、小金領と称されていました。現在の松戸市・市川市・流山市と、柏市・我孫子市・鎌ヶ谷市・

船橋市の各一部を含む範囲です。その成立は、高城氏が小金城主になる 1540 年頃よりも前に

原氏によって形成された可能性が高いと考えられています。発掘調査で明らかにされた小金城の

特徴は、１５世紀後半から近世初頭まで継続的に出土遺物が見られること、輸入陶磁器が相対的

に多く出土していることです。これは小金領の本拠に相応した様相であり、交通の要衝に位置し

ていた小金の宿は、小金城の城下町として位置付けられることになります。 

 

高城氏に関わる寺院 

〔東漸寺：小金 浄土宗〕 高城氏とともに根木内から移転してきたとされています。小金の町の中

心に建てられており、高城氏による町場支配の要、小金城のいわば出先機関としての役割も果た

していたと見なされます。江戸時代には浄土宗の関東十八檀
だん

林
りん

（学問所）の一つに数えられ、また

二代将軍秀忠の葬儀に際して大導師
だいどうし

を務めた増上寺の法主
ほっす

了学
りょうがく

（元東漸寺住職）は、高城氏の

一族であったと言われています。 

〔大勝院：大谷口 真言宗〕 小金城域内の北端に建ち、東漸寺同様に根木内から移転してきたとさ

れています。１５世紀に成立したとされる徳蔵院（日暮）や、1416（応
おう

永
えい

２３）年銘の阿弥陀如来立像
あみだにょらいりゅうぞう

（市有形）を所蔵する光明寺（二ツ木）など多くの末寺を有しています。 

〔広徳寺：中金杉 曹洞宗〕 古くからの高城氏の菩提所
ぼだいしょ

であり、小金移転に伴い栗ケ沢から移転し

たとされています。江戸時代に旗本として家の存続が叶
かな

った高城氏が、あらためて墓所を造営し

たゆかりの深い寺院です。小金原にある萬福寺は末寺の一つです。 
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図３７ 江戸時代に開発された新田 

〔慶林寺：殿平賀 曹洞宗〕 高城胤
たね

吉
よし

が亡き妻「桂林尼
けいりんに

」の菩提
ぼだい

を弔
とむら

うために建立した寺院で、小

金城の外郭部、大手口付近に位置しています。また慶林寺には、胴の内側に「1584（天正十二）

年甲申四月十一日」の墨書銘がある太鼓が伝来しています。 

〔本土寺：平賀 日蓮宗〕 創建の時期は１３世紀後半から１４世紀初頭、鎌倉時代後半頃とされて

います。開山は日蓮の直弟子の日朗、またはその高弟の日伝（のちに日典）です。時勢の移り変わり

による大きな影響を被
こうむ

りながら、原氏や高城氏の帰依により発展を遂げました。ここに伝わる『本

土寺過去帳』は、1583（天
てん

正
しょう

１１）年にそれまでの古い過去帳を転写し改訂を加えて成立したも

のです。１５世紀から１７世紀にかけての２００年以上にわたる膨大な記録であり、そこには他に例

をみないほど豊富な情報が記載されています。 

 

 小田原合戦と高城氏の退場 

 １６世紀後半頃から北条氏への従属度を増していた高城氏は、1590（天
てん

正
しょう

１８）年の小田原合

戦に北条方として参戦しています。戦いは豊臣秀吉の勝利で終結し、これにより高城氏は松戸市

域から退場し、本拠である小金城も歴史的役割を終えることになります。 

 

７．近世                                                      

１７世紀初頭に成立した徳川幕府は、村を行政単位とする支配体制を確立します。村は名主や

組頭などの村役人、年貢などの直接的な負担者であり村の正式な構成員である本百姓、小作に

よって生計を維持する無高の百姓によって構成されていました。これに対し領主は、村単位に年

貢や諸役を課して徴収、宗門
しゅうもん

改
あらた

めや五人組制度によって農民支配を進めました。 

江戸時代の松戸市域には５７の村があり、幕府の直 

轄地に加えて旗本領や大名領に分かれていました。 

 

 新田開発 

 市内には○○新田という地名がいくつかありますが、

これは江戸時代に新たに開墾された新田村落の名残

です。初期には江戸川沿いの低地、その後は江戸川

沿いの低地と小金牧の周縁部、１８世紀前半には小金

牧内を対象として実施され、低地では水田が、台地上 

では畑地が新たに開かれました。江戸川沿いの低地 
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では、七右衛門新田・主水新田・九郎左衛門新田・伝兵衛新田などが水田として開発され、台地

上では松戸新田・高塚新田・金ケ作・串崎新田・田中新田が田畑として開発されました（図３7）。 

 

治水の歴史 

 成立間もない江戸幕府は洪水対策と河川交通の便を図るため、利根川の流路変更に着手しま

す。それまで江戸湾に流入していた利根川を、渡良瀬
わ た ら せ

川や常陸
ひ た ち

川と合流させて流路を変え、銚子

から太平洋へ流すという大事業でした。その一環として渡良瀬川の下流部分に当たる現在の江

戸川にも大規模な開削が実施されました。その後も流路の屈曲部分を直線的に改修する工事な

どが随所で行われ、それに伴い沿岸の河岸や舟運による輸送ルートの整備も次第に進められま

す。 

また江戸川沿いの低地は、台地縁辺の谷 頭
たにがしら

からの湧水
ゆうすい

や台地上に降った雨水が流れ込む場

所でもあり、たびたび出水による被害に遭っていました。こうした悪水の流れを、農耕経営に適し

た流路に整備して江戸川へ落とすため、坂川の開削が行われます。しかし江戸川堤防や悪水排

出口（圦樋
い り ひ

）の耐久性の問題や、江戸川の水位によっては排水できないどころか逆流することさえ

あったことから根本的な問題解消には至らず、地域の人々は長年にわたって水害に悩まされます。 

 

 江戸川の河岸と鮮魚
な ま

（生）街道 

 はじめ銚子から江戸への鮮魚輸送は、布佐（我孫子市）から手賀沼の水路を通り白井で陸揚げす

るか、利根川の木下河岸
き お ろ し が し

で陸揚げして大森（印西市）・平塚（白井市）・鎌ヶ谷・行徳（市川市）を陸送す

る行徳道が本道でした。その後、手賀沼周辺の開発が進んだことで布佐から平塚までの近道が

でき、これにより富塚（白井市）、市内の金ケ作を経て松戸河岸へ至る鮮魚街道が主流となります。 

江戸川沿いに設けられた松戸の河岸には、金町松戸関所と下横町
しもよこちょう

を結ぶ渡船の往還河岸、

船宿が設けられ舟運船の停泊地となった平潟
ひらかた

河岸、その中間に荷扱いの河岸として発達した

納屋
な や

河岸（良庵
りょうあん

河岸）がありました。（鮮魚街道と水戸道中のルートについては ｐ107 図７２参照） 

 

水戸道中と二つの宿場 

 水戸道中は、江戸と水戸を結ぶ当時の主要な街道の一つでした。日光道中千住宿（足立区）から

分岐、最初の宿の新宿
にいじゅく

（葛飾区）でさらに佐倉道と分かれ、金町松戸関所を経て江戸川を渡り松戸

宿、次の３番目の宿が小金宿、その後我孫子や取手、土浦などを経て水戸徳川家の本拠水戸城

下に至ります。江戸日本橋から水戸までの総距離は３０里１４丁（119.3 ㎞）、一般の旅行者で２泊
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３日、水戸藩主が通行する場合は３泊４日を要しました。 

宿場は武士などの公的な通行を保証し、人足や馬を常備して人や荷物を次の宿まで継ぎ送り、

休泊の場を提供した町場です。宿の中央には人馬の手配をする問屋場
と い や ば

、本陣と脇本陣が置かれ

ていました。 

 松戸宿には下横町・宮前町・三丁目・二丁目・一丁目・納屋河岸・平潟
ひらかた

の７つの町場が形成され、

1851（嘉
か

永
えい

４）年には４６８戸、人口２，２２４人（『松戸市史 中巻』）を数えるほどの大きな宿場に発

展しています。宿場の中心は本陣や問屋場の置かれた宮前町で、街道沿いには商店や旅籠
はたご

が軒

を連ねていました。また毎月４と９の日には市
いち

が立ち、周辺の農村からも大勢の人々が集まりまし

た。 

 小金宿は中世以来の交通の要衝で、早くから町場が形成されていました。宿内は上町・中町・下

町・横町の４つの町場に区分され、中町に本陣や問屋場のほか、水戸徳川家専用の旅館「水戸御

殿」がありました。宿場の規模は松戸宿よりやや小さいものの、上町には小金牧を管理した野
の

馬
ま

奉行
ぶぎょう

綿貫氏の役宅、中町には関東十八檀林
だんりん

のひとつである東漸寺、下町には普化宗
ふけしゅう

の一月寺
いちげつじ

が

あるなど特徴的な街並みを形成していました。 

 

 一茶と馬橋 近世後期の文化と交流 

 松戸宿と小金宿の中間にある馬橋の町場は、鎌倉時代の創建と

される萬満寺（臨済宗）の門前町として古くより発展していたよう

です。この馬橋で油絞り問屋を営んでいた大川平右衛門は、

栢日庵立砂
はくじつあんりゅうさ

の号を持つ葛飾派の俳人でした。息子斗囿
と ゆ う

も父の俳

業を継承し、地方俳壇の中心的な存在として活躍しました。また二

人は小林一茶との親交が深く、後援者として、また友人として親し

く交際していた様子が一茶の句日記からうかがえます。 

 

 小金牧 

 慶長
けいちょう

年間（1596～1615）に徳川幕府によって開設された小金 

牧は、当初は七牧で始まり、高田台牧・上野牧・中野牧・下野牧・

印西牧の五牧が継続して運営されました。その範囲は、北は現

在の野田市から南は千葉市の一部に及ぶ広大なもので、松戸市

域は中野牧に重なります。 

図３８ 歌川広重 

『富士三十六景下総小金原』 

（松戸市立博物館『馬と牧』図録） 
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図３９ 寛政七年小金原御鹿狩絵図（市有形） 

（１）野馬の管理と牧士 

 広大な牧は村々や耕作地、道路などと隣接しています。そのため野馬が人の生活圏へ入り込む

ことを防ぎ、野犬などが牧内へ侵入しないようにするため、牧との境には野馬除土手
の ま よ け ど て

や野馬堀が

巡らされていました。これら牧の運営には、小金に役宅を持つ野馬奉行の綿貫氏があたっていま

したが、享保
きょうほう

年間（1716～1736）に金ケ作役所が設置されると、両者が分担して経営するよう

になります。 

野馬奉行の下で働く牧士
も く し

は名字帯刀
みょうじたいとう

、乗馬、鉄砲の所持を許された武士で、牧の周辺に住ん

でいました。年１回行われる「野馬捕
の ま ど

り」の指揮のほか、毎月６回の巡視を行い、野馬の世話や野

馬土手の修繕など牧の実際的な管理を担っていました。 

 

（２）野馬捕り 

村々から動員された勢子
せ こ

たちが、牧内の「捕込
とっこめ

」という囲いの中へ野馬を追い立て、牧士の指

揮に従って野馬を捕獲しました。優良馬は武士の騎乗用に、他は農耕・使役馬としてセリに掛け民

間に払い下げられました。市指定文化財「幸谷観音野馬捕
こ う や か ん の ん の ま ど

りの献
けん

額
がく

」（福昌寺）（幸谷）には、活気

ある野馬捕りの様子が描かれています。 

 

（３）御鹿狩
おししがり

 

 牧内にはシカやイノシシなどがたくさ

ん生息していました。これらの駆除と軍

事教練も兼ねた「御鹿狩」が、８代将軍 

吉宗の1725（享保 10）年と 1726（同 11）年、１１代家斉の 1795（寛政
かんせい

７）年、１２代家慶の 1849

（嘉永
かえい

２）年の４回実施されています。１回目の御鹿狩の際には 12,000 人余の勢子が動員され、

シカ 832 頭とイノシシ５頭、オオカミ１頭の獲物があったと記録されています。また市指定文化財

の「寛政七年小金原御鹿狩絵図」（図３９）には、将軍の御座所である「御立場
お た つ ば

」を中心に３回目の

狩りの様子が描かれています。御立場が設けられた位置は、現在の五香公園付近でした。その後

は、牧内で植林事業や新田開発も行われて次第に牧内の獣が減少し、４回目の御鹿狩では遠隔

地で獲ったシカやイノシシを放ちました。 
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図４０ 徳川昭武肖像 

（松戸市教育委員会所蔵） 

図４１ 六実地区の畑 （昭和 35 年） 

（『五香六実の歴史』） 

 徳川昭武と戸定邸 

 徳川昭武は水戸藩主徳川斉昭
なりあき

の第１８男です。16歳年長の兄、江戸幕府 15代将軍慶喜
よしのぶ

により

才能を見出され、1867（慶応３）年（日本出発当時満１３歳）、パリ万国博覧会に将軍名代
みょうだい

（代理） 

として派遣されました。昭武は滞在国フランス以外にも５か国を歴訪し

て各国元首
げんしゅ

と交流し、先進的なヨーロッパ文明を視察します。慶喜が

年若い昭武を派遣したのは、西洋の教養を身につけて各国宮廷で人

脈を築き、将来、国政を担わせる意図があったと考えられます。しかし

パリでの留学生活に入る 1867（同 3）年１２月頃には幕府主導の政治

体制はすでになく、昭武が明治政府下で政治に関わることはありませ

んでした。1876～1881（明治９～１４）年には、再びヨーロッパで留学

生活を送るとともに、個人的な旅行や留学生との交流を通じて、知見

を広げました。 

1883（明治１６）年には、２９歳の若さで水戸徳川家の家督を甥に譲って隠居します。これに先

立ち、私邸である戸定邸
とじょうてい

の建設を始め、1884（同１７）年に生活の拠点を移します。1882（同１５）

年に再会した兄・慶喜とは晩年に至るまで親密に交際し、戸定邸や松戸の近郊で共通の趣味の

釣りや狩猟、写真撮影などを楽しんでいます。 

 

８．近代から現代                                                 

 明治を迎えた松戸は、廃藩置県
はいはんちけん

で葛飾県、後に印旛県を経て千葉県に属し、政府の文明開化

政策により近代化への道を歩みます。この時代、松戸町には東葛飾郡役所や郵便局、警察署、裁

判所が設けられ、東葛の行政の中心地として発展しました。 

 

五香六実の開墾 

 明治維新直後の東京はいまだ世情が不安定

であり、人々の暮らしは苦しいものでした。 

 新政府はこうした困窮者に対する授産
じゅさん

事業と

して、旧小金牧の開墾を計画します。はじめ東

京の有力商人たちに開墾会社を作らせ、これ

に事業を請負わせる方法をとりましたが、間も

なく事業は挫折してしまいます。 
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図４２ 「天然記念物指定の日」 （昭和 10 年） 

（『松戸市制 50 周年記念誌 はばたき』） 

 

図４３ 湯浅四郎≪千葉県立高等園芸学校≫ 

（千葉大学園芸学部所蔵 大正６年頃） 

その後、周辺の村々から移住してきた農民により開拓は進捗し、徐々に原野が拓かれていきま

した。五香六実地区はこうして拓かれた新しい土地です（図４1）。 

 

 二十世紀梨
にじっせいきなし

の誕生 

 松戸における梨栽培の歴史は江戸後期に遡り、幕

末頃にはすでに江戸の市場でも名声を博していたと

言われています。明治に入ると梨の需要は著しく増大、

これに伴って松戸市内の梨の作付面積は年々増加し

ていきます。そうしたなか大橋（当時八柱村）の松戸覚

之助は、親戚宅で見つけた発芽したばかりの梨の苗

を育て、1898（明治 31）年にはじめて成熟果を得る

ことに成功します。 

その梨は、果肉が白くてあっさりした甘味と 滴
したた

るような水分があり、後に「二十世紀」という新

品種名を与えられ、一躍全国にその名を知られるようになりました。 

 

 県立園芸学校の創立 

 日露戦争後の不況が続くなか、資本主義

の発展に対応した実業教育の振興が求めら

れるようになります。千葉県は「専門学校」を

設立する計画を進め、1909（明治 42）年、

松戸町に千葉県立園芸専門学校を創立しま

した。1914（大正３）年には名称を千葉県立

高等園芸学校に変更、あらためて園芸に関

する高度な学問技術の教授を目指しました。 

 その後、1929（昭和４）年には文部省の所管となって千葉高等園芸学校と改称され、戦後の

1949（同２４）年に千葉大学園芸学部、2007（平成１９）年には同大学大学院園芸学研究科とな

り今日に至ります。 

当初の千葉大学園芸学部のキャンパスには、西側に校舎と庭園、東側に温室と露地の花卉
か き

・野

菜・果樹などの圃場
ほじょう

と、それぞれの研究棟が配置され、一体的で実践的な教育体制が採られてい

ました。その後 1991（平成3）年に付属農場は柏キャンパスに移転しましたが、旧農場区域は引き
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続き各研究室の実験圃場となっています。このほかイタリア・フランス・イギリスの各様式の庭園や

ロックガーデンなども整備されており、2009（平成２１）年には（公社）日本造園学会から「近代造

園遺産」に選定されています（「千葉大学園芸学部のキャンパスと庭園」『庭園の記憶』 2009 藤井英二郎）。 

 

松戸競馬場の開設 

 日清・日露戦争の反省から、日本在来馬の体格向上と供給体制の整備が、緊急かつ重要な課

題とされました。そのため国産馬の改良は官民挙げて進められます。なかでも競馬会の開催は民

間の優良馬輸入を促し、優れた国産馬の選抜を進める早道と考えられ、推奨されました。1905

（明治 38）年から翌年にかけ松戸で開催された競馬会は、こうした趣旨に基づいたもので、相模

台の地で春秋２回にわたり開催されました。 

1906（明治３９）年から総武牧場株式会社が組織され、競馬場の設備が整えられました。翌年、

社団法人の認可を受けて総武競馬会が発足しましたが、政府の方針により馬券売買が禁止され

ます。1909（同４２）年に公益法人松戸競馬倶楽部
く ら ぶ

が運営を引き継ぎますが、1918（大正７）年末

頃には陸軍工兵学校用地として陸軍がこの土地を買収し、松戸競馬場は短い歴史に幕を閉じま

す。なお松戸競馬倶楽部は、その後船橋へ移転して中山競馬倶楽部と改称、やがて現在の JRA

中山競馬場へ発展していきます。 

 

 八柱霊園 

 1930（昭和５）年当時の東京市は、人口増加に伴う墓地不足解消のため新墓地造成計画を作

成し、八柱村田中新田の土地を買収しました。1935（同１０）年７月には、ここに東京市営八柱霊

園を開園します（開園時：面積約74.5ha、現在：105.2ha）。八柱霊園は、日本ではじめて「霊園」

の名称が付けられた郊外型公園墓地で、ケヤキ並木の参道（延長 700ｍ）を有し、敷地面積の半

分が墓所、残りは園路・緑地・広場等で構成されています。園内には嘉納治五郎
か の う じ ご ろ う

（柔道家）や西条

八十
や そ

（詩人）、田中寅三
とらぞう

（洋画家）、板倉 鼎
かなえ

（洋画家）、奥山儀八郎（版画家）、小松崎茂（挿絵画家）

などをはじめ、多くの著名人の墓所があります。 

 

陸軍工兵学校と千葉大学工学部（旧東京高等工芸学校） 

1919（大正８）年 11 月、松戸競馬場のあった相模台の地に陸軍工兵学校が開校しました。この

学校は、目まぐるしく進歩する近代戦に対応するため、工兵将校と下士官を育成するとともに、新

たな技術と戦略の研究を行うことを目的として設立されました。現在の松戸中央公園と聖徳大学 
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図４4 旧陸軍工兵学校正門（市有形） 

：現松戸中央公園正門 

図 45 逓信省航空局中央航空機乗員養成所 

（『松戸市制 50 周年記念誌 はばたき』） 

・現在の松戸中央公園と聖徳大学・聖徳大学短期大

学部、松戸市立第一中学校のある範囲が工兵学校 

の敷地であり、その南側は付属する校南作業場でし

た。 

なお中央公園の正門は陸軍工兵学校当時のもので 

あり、傍らに建つ歩哨哨舎
ほしょうしょうしゃ

とともに市有形文化財に指 

定されています（図４4）。また正門左手にあった将校集 

会所前の庭園は、千葉県立高等園芸学校（現千葉大 

学園芸学部）教授の設計指導により造園されたもので 

す。このほか工兵学校関連では、第一中学校の東側に相模台練兵場
れんぺいじょう

、現在の稔台地区には広

大な八柱作業場（演習場）があり、胡録台には装甲
そうこう

作業車両の訓練基地（後に兵舎に変更）が設

けられていました。 

松戸の工兵学校と津田沼の鉄道連隊が敷設した演習用の軽便鉄道
けいべんてつどう

の軌道敷
きどうしき

は、戦後払い下

げを受けた新京成電鉄が引継ぎ、ルートを一部改変しながら 1955（昭和３０）年に松戸と京成津

田沼を結ぶ全区間を開通させ、沿線地域の発展に大きく貢献しています（『新京成電鉄』2012 編著白

土貞夫 彩流社）。 

 終戦直後の 1945（昭和２０）年１０月には、東京芝浦にあった東京工業専門学校が旧陸軍工兵

学校の校舎に移転してきます。この学校は、1921（大正１０）年に設立された東京高等工芸学校を

前身に持ちます。同校は、1949（昭和２４）年に学制改革による新制大学発足により千葉大学工

芸学部となり、1951（昭和２６）年には工学部に改組され、1964（昭和３９）年に一部の施設を残

して千葉市に移転しました。 

 

逓信省航空局中央航空機乗員養成所の開設と帝都防衛 

 日中戦争の最中、旧松戸町串崎新田、

東葛飾郡高木村五香六実などに広がる

山林や畑地約１３０万㎡の土地が整備さ

れ、逓信省
ていしんしょう

航空局中央航空機乗員養成

所が建設されました（図４5）。着工は1939

（昭和１４）年。工事は請負会社のほか、周 
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図 46 常盤平団地：星形住宅 

（『常盤平団地 40 年の歩み』） 

辺市町村の警防団や青年団、中等学校の勤労奉仕隊など延べ１７，０００人が参加して進められ、

1940（昭和１５）年５月に竣工しました。松飛台の地名はこの飛行場に由来するものです。養成所

は民間の飛行士及び整備士の育成を目的とするものでしたが、有事の際に陸軍航空隊の乗員確

保と首都防空用の飛行場として利用することが想定されていました。実際に戦局が悪化した

1944（昭和１９）年には、首都の防空を担う陸軍航空隊（第５３戦隊）の基地として使用されました。

終戦後は一部が自衛隊の駐屯地になりましたが、大部分は工業団地や住宅地として再開発され、

今日に至っています。 

こうした世情の中、1943（昭和１８）年に松戸市は誕生し、戦後の 1954（同２９）年には旧小金

町の大部分を編入してほぼ現在と同じ姿になります。 

 

都市化と常盤平団地の生活 

 戦後の混乱を経て日本経済が回復し始めた昭和３０

年代に入ると、市域の大半を占めていた田園地帯が

首都圏の住宅都市へと変貌していきます。その先駆

けが常盤平団地の造成です。それまで畑と樹林が広

がっていた金ケ作の農村地帯に、ショッピングセンタ

ーや集会所、病院、学校、郵便局などの施設が備わる

新しい街が建設されました。1960（昭和３５）年４月に

入居が開始されると、松戸市の人口も急激に増加し

ていきます。松戸市発展の象徴ともいえる常盤平団

地では、食事をする場と寝室を別にする「食寝分離
しょくしんぶんり

」、 

ダイニングキッチンの原型となる「食事のできる台所」、水洗トイレやガス風呂など、今日につなが

る新しい時代の生活様式が導入されていました。 

 

 

 

 

 

 


